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本
書
の
構
成

　

従
来
の
西
方
浄
土
変
研
究
は
、
西
方
浄
土
変
に
お
け
る
善
導
の
役
割
を
重
視
す
る
点
や
、『
観
無
量
寿
経
』
の
影
響
の
有
無
を
見
よ
う
と
す
る
点
で
は
、

お
し
な
べ
て
一
致
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
固
定
化
し
た
観
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
西
方
浄
土
変
の
問
題
が
す
べ
て
解
決
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

本
書
で
は
、
ま
ず
第
一
部
に
お
い
て
唐
代
西
方
浄
土
変
に
お
け
る
四
つ
の
問
題
点
を
、
各
章
の
課
題
と
し
て
設
定
す
る
。
第
一
章
で
は
、
松
本
榮
一
『
燉

煌
画
の
研
究
』の
西
方
浄
土
変
に
関
す
る
説
を
根
本
的
に
問
い
直
す
。
第
二
章
で
は
、唐
代
に
西
方
浄
土
変
が
大
き
く
変
貌
し
た
背
景
を
探
る
。
第
三
章
で
は
、

盛
唐
以
降
の
西
方
浄
土
変
の
様
相
を
探
る
試
み
と
し
て
、
外
縁
部
に
あ
ら
わ
さ
れ
る
十
六
観
図
に
注
目
し
、
そ
の
変
遷
を
た
ど
る
。
第
四
章
で
は
、
当
麻
曼

荼
羅
に
対
す
る
従
来
の
図
様
解
釈
を
再
検
討
し
、
唐
代
の
西
方
浄
土
変
と
し
て
眺
め
た
と
き
に
、
ど
の
よ
う
に
解
釈
で
き
る
か
を
考
え
る
。

　

第
二
部
で
は
、
日
本
に
お
け
る
展
開
を
取
り
上
げ
る
。
日
本
に
お
け
る
西
方
浄
土
変
と
い
う
と
、
当
麻
曼
荼
羅
な
ど
の
作
例
が
想
定
さ
れ
る
の
は
当
然
で

あ
る
が
、
一
見
無
関
係
に
思
わ
れ
る
作
例
の
な
か
に
も
、
西
方
浄
土
変
の
展
開
や
変
容
の
跡
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
鎌
倉
時
代
初
期
の
作
例
か

ら
絵
画
と
彫
刻
を
一
例
ず
つ
取
り
上
げ
、
第
一
章
で
は
高
野
山
蓮
華
三
昧
院
の
阿
弥
陀
三
尊
像
、
第
二
章
で
は
浄
土
寺
の
阿
弥
陀
三
尊
像
に
つ
い
て
考
察
す

る
。
そ
の
う
ち
前
者
に
つ
い
て
は
西
方
浄
土
変
、
後
者
に
つ
い
て
は
『
観
経
』
の
十
六
観
と
の
関
連
か
ら
論
じ
る
。

　

第
三
部
の
資
料
で
は
、
莫
高
窟
第
四
三
一
窟
と
綴
織
当
麻
曼
荼
羅
の
十
六
観
図
の
筆
者
に
よ
る
描
き
起
こ
し
図
な
ど
を
載
せ
る
。



序　論
第一節　西方浄土変研究史／第二節　本研究の課題と概要

第一部　唐代の西方浄土変
第一章　初唐期の西方浄土変と『観無量寿経』

序／第一節　松本榮一説と従来の研究／第二節　『観経』に特有のモ
ティーフ／第三節　西方浄土変に描かれた『観経』モティーフ／結̶
〈阿弥陀浄土変相〉〈観経変相〉という名称について̶

第二章　初唐期の西方浄土変に及ぼせる道綽の影響
序／第一節　『観経』の受容における高揚期／第二節　初唐期における
西方浄土変の流行／第三節　初唐期の西方浄土変と道綽の浄土教／結

第三章　敦煌における十六観図の研究
序／第一節　十六観図に関する研究史／第二節　敦煌画十六観図の作
例と分類／第三節　敦煌における十六観図の展開／結

第四章　綴織当麻曼荼羅の研究
序／第一節　当麻曼荼羅の図様に関する研究史／第二節　図様解釈の
再検討／第三節　制作地と制作年代について／第四節　中国浄土教美
術における当麻曼荼羅の位置／結

第二部　日本における展開
第一章　蓮華三昧院阿弥陀三尊像の研究̶主題の検討を中心に̶

序／第一節　従来の研究／第二節　智光曼荼羅Ｃ本との図像的関係／
第三節　現前と雲のモティーフ／第四節　明遍の思想と蓮華三昧院本
の主題／結

第二章　浄土寺阿弥陀三尊像の研究̶元照の浄土思想の影響̶
序／第一節　浄土寺阿弥陀三尊像の形制と宋画阿弥陀三尊像／第二節
　十六観変相図と元照の浄土思想／第三節　十六観変相図にみる元照
の浄土思想の特色／第四節　浄土寺像の特徴の思想的背景／結

第三部　資料篇
Ⅰ　莫高窟第四三一窟十六観図（初観～第十三観　描き起こし図）／
Ⅱ　敦煌画十六観図（記述／描き起こし図・写真図版）／Ⅲ　綴織当
麻曼荼羅十六観図（初観～第十三観　描き起こし図）
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西方極楽浄土を描く「西方浄土変」の敦煌莫高窟に残る作例を中心に、
従来の研究を根本から問い直し、中国浄土教の展開のなかでどのように西
方浄土変が唐代に最高潮を迎えたのかを、歴史的・思想的に明らかにする。


